戦略的広報活動の推進＜戦略２　職員の広報スキルの育成＞
「広報業務に対する意識改革と職員の広報スキルアップ」
1. 現状の課題

· 広報課スタッフが、通常ローテーションで異動しているため、「広報業務の知識・経験」や「広報に関する人脈」を十分に身につけておらず、庁内において、頼られる存在になっていない。したがって、広報の情報が集まってこない。また、相談を受けるメンバーに偏りがある。
· 部局側組織の広報業務に対する意識が低く、広報課のアドバイスが生かされる業務の流れになっていない。（本来であれば、当初の全体の事業設計の中で、どのように広報するかという広報計画が検討され、位置づけられるべきであるが、それらがなされていない。）
2. 現状の取り組み

· 広報グループ内でのミーティングでの勉強会の実施（随時）

· 広報課主催の広報研修の実施（21年度、３回）

3. 目的と方向性

· 庁内組織において、広報業務の重要性に対する理解を深めること。また、各スタッフの広報業務に関するスキルとマインドを高めること。

· 各部局での広報の成功事例を紹介し、それらの知識・経験を有効的に共有化すること。
· 広報課のスタッフが、専門的な知識と広報に関する人脈を身につけ、全庁的なアドバイザーになること。
4. 事業の内容
1 広報セミナーの開催（庁内スタッフ向け）

· 必要なテーマを設定し、庁内スタッフ向けに広報セミナーを開催することで、広報スキルやマインドを向上させる。

· 年４回程度　　５０名参加　　合計２００名

· セミナーテーマ例＝「事業プランニングの発想」「効果的な情報発信アイデア」など
2 広報事例勉強会および専門家による指導

· 各部局が作成した広報物および広報手段について、事例発表会をおこなう。それらに対して、外部専門家からの指導コメントを行うことにより、広報に関する成功事例を共有化するとともに改善をおこなっていく。

· 年１回

3 広報課スタッフの外部セミナーの参加

· 広報課スタッフが、外部の広報セミナーに参加し、広報の専門的知識を身につけるとともに、広報業務における人脈を増やすことで、より幅広い広報業務をおこなっていく。

· 広報課メンバー８名×１～２回程度
· セミナー例＝「広報スタッフ育成セミナー」など
5. 必要費用

1 広報セミナーの講師への謝礼
23000円（11000円×2時間＋交通費1000円）×４回＝９２千円

2 事例研究会への外部専門家への謝礼

45000円（11000円×4時間＋交通費1000円）×1回＝４５千円
3 広報セミナー参加費

　　　　３００００円×８名×１回＝２４０千円
戦略的広報活動の推進＜戦略３　広報課の自主媒体の強化＞

「新たなターゲットに対する広報媒体の作成と配布」

1. 現状の課題

· 現在、ローソンラックなどで配備しているリーフレットは、１ヶ月で約20%程度しか、手にとられておらず、「わざわざ手に取る」媒体を作成しなければ、府民に必要な情報は届かない。

· 各部局で、個別に制作しているリーフレット類は１００種類以上を越えているが、それらを効果的に配布する拠点・接点が少ない。

· 現在の府政だよりは、３００万部以上の配布実績を持ち、伝えなければいけない府政情報を府民に広く、等しく伝える役割を担っているが、反面、総花的になりがちで、一つ一つの情報を深く、魅力的に伝えることができない。また、新聞を購読していない層が増えており、その層へのアプローチが必要である。
· コミュニティ紙へパブリシティ活動を行っているが、無料でのお願いベースで、結果が確約されていない。

2. 現状の取り組み

· ローソンラックなどの広報拠点の拡大

· コミュニティ紙へのパブリシティ活動

3. 目的と方向性

· 府政情報に触れる拠点を拡大させ、いろんなところで府政情報に触れる機会を作る。

· ターゲットを若年層（新聞を読まない層）に絞り、より「手にとってもらえる」可能性の高い魅力的な情報誌（媒体）を作成することで、より効果的・効率的に府政情報を発信する。

4. 事業の内容

1 情報誌の編集・発行
· 年4回発行Ａ４サイズ、１６ページ

· 20～30代
· 内容例

1-2ｐ　　　　表紙・巻頭・目次

3-7ｐ　　　　特集ページ若年層向けの情報発信（学び・働くなど）
8-9ｐ　　　　大阪府庁のお仕事紹介

10-11p　　　大阪の魅力発信（大阪の都市・大阪の食）

12-13p　　　大阪OL座談会（大阪は今！）
14-16p　　　公園・文化施設・講演などのイベント紹介
	府政だより
	多くの人に、広く浅く、できるかぎり多くの情報を伝える媒体。情報の入り口・きっかけ
	新聞

	情報誌
	ターゲット層が、自発的に情報を取ろうと思える媒体。

より、深くテーマに切り込み、わかりやすく伝えることが目的。
	雑誌


2 情報誌の配布

· 約1000箇所（商圏1万人＝コンビニレベル、歩いて10分以内にある）

· 10万部（3ヶ月で100部×1000箇所）

内訳　コンビニ50×４業態＋飲食店50×４業態＋スーパー20×５＋駅20×５＋その他500店

5. 必要費用

1 情報誌の企画・編集費用（企画編集費、取材・撮影、ライティング、デザイン費）
800千円×4回＝３,２００千円

2 情報誌の印刷費用
25円×１０万部×４回＝１０,０００千円
3 情報誌の配送費用
　　　　500円×1000箇所×４回＝２,０００千円
戦略的広報活動の推進＜戦略３　広報課の自主媒体の強化＞

「外部媒体との連携を図るため広報および連携費」

1. 現状の課題

· パブリシティ活動のための広報活動を行っているが、無料でのお願いベースであり、結果が確約されておらず、無料での依頼にも限界がある。（というよりは、本気で相手にされていない。）

2. 現状の取り組み

· コミュニティ紙へのパブリシティ活動

3. 目的と方向性

· より効果的に府民に広報するため、より効果的な方法についてのコンペ提案を実施し、予算以上の効果が発揮される広報枠を確保する。

· 広告の出稿のほか、コミュニティ紙記者との懇話会を実施し、コミュニティ紙との距離感を縮めることで、より無料パブリシティの掲載率を高める。

4. 事業の内容

1 大阪府の重点広報事項の集約をし、広告代理店へのコンペ提案を募集し、広告を出稿する。
2 媒体社との記者懇談会を実施する。（年3回）
5. 必要費用

・外部媒体への広告制作・企画費用　　　　　　　　　5000千円

・プロポーザルのコンペにかかる審査員費用　　　　　60千円

・記者懇話会　プレゼン提案資料（4回）　　　　　　　　80千円

6. 提案事例

プロポーザル提案を受けるため、予算を一定額に定め、その範囲での提案を受ける形とする。

提案事例　※現実的には提案により、より魅力的な案を採用する。
　　　　　　　　　また、１媒体社にしぼらず、ABCの部分的な組み合わせもありうる。

A) フリーペーパーAの場合
通常広告枠　　　　　半２段×６エリア＝７２０千円　×　７回＝５０４０千円

　　　これらに付加して、無料の広告枠の提案

プラス提案枠　　　　半２段×６エリア＝７２０千円　×　２回＝１４４０千円

　　　発行部数　８４万部×９回＝７５６万部　　　１部あたり、０．８円

B) 新聞広告Bの場合
通常広告枠　　　　　５段　×２回＝　２６８５千円×２回＝５２１７千円

これらに付加して、無料の記事タイアップ広告の提案

10段の記事広告枠　　10段　　５２１７千円を無料掲載
発行部数８０万部×２回＝１６０万部

C) 車内吊り

車内吊りＣ　　Ｂ３サイズ×３日＝８２２千円×５回＝４１１０千円
制作費　　　　　　　　　　　２００千円×５種　　　　　　　　　　　＝１０００千円

プラス提案枠　　　　　窓枠広告枠　　５００千円×２回　　　　＝１０００千円

　　　　以　上
